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2025 年３月期第２四半期（中間期）業績予想と実績との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

  

 2024 年４月 30 日公表の 2025 年３月期第２四半期（中間期）（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）の業

績予想と本日公表の中間会計期間決算の実績値に差異が生じましたのでお知らせするとともに、通期の業

績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績数値の差異について 

2025 年３月期第２四半期（中間期）個別業績数値の差異（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり

中間純利益

前回発表予想（A） 6,536 448 482 333 36 円 11 銭

今回実績値（B） 7,227 909 763 550 60 円 02 銭

増減額（B）－（A） 690 461 281 217 

増減率(％) 10.6 103.0 58.3 65.4 

（ご参考） 

前期実績 

(2024 年３月期中間期) 

6,323 143 554 466 48 円 95 銭

 

（予想との差異理由） 

当中間期におきましては、世界的なインフレの長期化、ウクライナ問題に加え、中東での地政学的リス

クの長期化、為替変動など先行きの不透明な状況にありました。このような経済状況のなか、当社におき

ましては、ＡＩ関連をはじめとした電子材料市場の需要回復などにより売上が回復したことと、値上がり

が続いている原材料価格の販売価格への転嫁により、売上高及び営業利益が計画を上回りました。また、

経常利益及び中間純利益につきましても、為替差損が発生しておりますが、営業利益が増加したことによ

り計画を上回りました。 
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２．業績予想の修正について 

2025 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（A） 13,305 893 961 664 72 円 05 銭

今回修正予想（B） 14,392 1,545 1,433 1,017 112 円 08 銭

増減額（B）－（A） 1,086 652 471 352 

増減率(％) 8.2 73.0 49.0 53.1 

（ご参考） 

前期実績 

(2024 年３月期) 

13,192 681 1,173 583 61 円 50 銭

 

（修正の理由） 

通期につきましては、地政学的リスクの長期化によるリスクなど不透明な状況が継続し、最終需要にお

いてもコロナ禍以降のインフレ長期化による購買意欲の低下や将来不安による裁量支出の抑制が継続す

ると考えております。 

しかし、中間期において業績を牽引した分野においては安定した状況が継続すると考えられることか

ら、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに計画を大きく上回る見込みとなりましたので、上記

のとおり修正いたします。 

 

※上記の業績予想は本資料発表日現在において、当社が入手している情報及び合理的であると判断する

一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以 上 


